
（参考１） スマート農業の将来像（平成26年３月） 

○ ロボット技術やICTを活用した超省力・高品質生産を図るスマート農業を実現するため、経済界等の協力も得て
平成25年11月に「スマート農業の実現に向けた研究会」を立ち上げ、平成26年3月に中間取りまとめ。 

○ 今後は、スマート農業の将来像の実現に向けたロードマップ等に基づく研究開発等を着実に推進するとともに、
先端技術の活用に必要な環境整備など残された課題の解決に向けた検討を進める必要。 
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○ スマート農業の検討に当たり、品目ごとの課題を抽出した際には、園芸作物等を中心に、未だ手作業に頼ってい
る部分が多く、こうした分野で引き続き農業機械の開発・普及が求められている。 

○ 品目ごとの課題と今後開発が期待される技術（第１回「スマート農業の実現に向けた研究会」提出資料抜粋） 
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担い手への農地集積・集約等 

● 今後１０年間で全農地面積の８割を担い手に集積 
  ・ 分散錯圃の解消 
 ・ 農地の大区画化、汎用化 

大規模経営に適合した品種 

作期の異なる品種の組合わせ 

作期を分散することで、同じ人数で作
付を拡大でき、機械稼働率も向上 

コシヒカリ コシヒカリ ミルキーサマー あきだわら 

作業ピークを分散 

１日当たり作業量 

作業時期 

多収性品種 

直播栽培（育苗・田植えを省略） 

（実証例） 

労働時間 
 18.4時間/10a→13.8時間/10a 
  （移植）         （直播） 

費用（利子・地代は含まない） 

 103千円/10a →93千円/10a 
  （移植）         （直播） 

無人ヘリの活用も可能 

単収 
530kg/10a→700kg/10a 
（全国平均）  （多肥栽培で単収増） 

 

生産費 
16千円/60kg（全国平均） 

    →13千円/60kg（試算） 

ＩＣＴを活用した作業管理 

月の光 あきだわら 

作業が短期間に集中 

省力栽培技術の導入 

・土壌診断に基づく施肥
量の適正化（肥料の自
家配合等） 

 

生産資材費の低減 

農業機械の低コスト仕様 

・ 基本性能の 
 絞り込み 
・ 耐久性の 
 向上 

故障リスクに対応した 
農機サービスの充実 

・交換部品の迅速供給など
故障リスクを軽減するサー
ビスの充実・強化が必要 

⇒作業ロスの回避、機械所
有の効率化 （バックアップを想定し
た複数台数所有の必要性減） 

肥料コストの低減 

・フレキシブルコンテナの
利用（機械化に 

 よる省力化等） 
 

未利用資源の活用 

合理的な農薬使用 

・発生予察による効果的か 
 つ効率的防除 
・輪作体系や抵抗性品種の 
 導入等の多様な手法を組 
 み合わせた防除（IPM） 
⇒ 化学農薬使用量抑制 
 （農薬費を１割程度低減 
させた産地事例あり） 

・鶏糞焼却灰等の利用 
 

⇒土壌改良 
資材のフレコン利用 
（20kg袋比７%低価格化） 

⇒基本性能を絞った海外向
けモデルの国内展開等 

（標準モデル比２～３割の低
価格化） 

 

  作業のムダを見つけて手順を改善 
 

 （実証例）  

 田植え作業時間 
  1.62時間/10a→1.15時間/10a 
 （補植作業時間の削減） 

⇒農業機械の長寿命化 
（稼動年数が１割長くなれば、１年当
たりの農機具費を１割低減させるの
と同等の効果） 

（参考） 米の生産コスト（２３年産） 

    全国平均   ：１万６千円/60kg 
   １５ha以上層：１万１千円/60kg 

⇒従来品比 
７%低価格化 

鉄コーティング種子 

（参考２） 日本再興戦略 改訂２０１４（平成26年６月）  
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○ 日本再興戦略においては、農地集積・集約の加速化及び省力栽培技術・品種の開発・導入等により、今後10年
間で担い手の米の生産コストを現状全国平均（１万６千円／60kg）から４割低減するとのKPIが掲げられたところ。 

○ 農業機械については、生産資材費の低減に向けた一つの方策として、海外向けモデルの国内展開等が例示さ
れているところ。  
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